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明るい地域づくりをさIフざして、12支所地区公民 

館（早谷孝館長、133世帯）では、EBJ部を中心に毎 

週2回、夜警を行っています。 

空巣の被害を受けたり、車のガソリンを抜かれ 

たり、青少年の夜間外出など環境悪化が目立って 

いた昭和56年。 地区公民館活動の一還として、『青 

少年の健全育成のためにも、自分たちの地域は自 

分たちで守ろう。 』 と始められました。 

毎週2回、深夜に町部を中心に中尾地区までパ 

トロール。 雨の日は車で上野土也区まで足を伸ばし 

ト毎週2回、町部・中尾地区を 

パトロールする12支所のみなさん4 

ます。 

今では、環境浄化だけでなく地域の活動や課題 

を話し合い、コミュニティーづくりの場としても 

定着してきました。 

世話人のひとり、久原弘さんは、「こういう地域 

づくりの輪が全町に広がってほしい。 」 と話して 

おられました。 

なお、他地区でも同様の、あるいは学校の休み 

期問中に取り組んでいる所もあるようです。 
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谷 
ブ 年 

今年度の（昭和59年4 月から60年3 月まで）広 

報紙から、主なできごとを月別に、拾ってみまし 

た 

紙面の都合により溺該月に掲載できなかったも 

（刀の中にも、例年にないできごとが’たく さんあ‘) 

ました。 

赤池町出身で、名誉町民でもある前自民党 

幹事長、田中六助氏が31日亡くなられました。 

62歳で”した。 

産炭坦l浮揚など多くの政治課題を抱える今 

日。 町にとっても国政との大きなパイプ、 大 

黒柱を失ったことになります。 

度の主なでき こぐと
明るいまちづくりを進めるためにも、みんなで 

知恵を出し合い、21世紀へ続く活力あるまちを創 

造していきましょう。 

故田中六助氏の地元あての遺書に 『少年のころ 

から眺め暮らした香春岳や福智山、悠然と流れる 

遠賀川の瀬音、本当に故郷の山河は懐かしく思い 

出の尽きないものございます。 」 とあります。 

懐かしく思い出の尽きない、かけがえのない故 

郷を守り育てるのは、私たち、そこに住むー人ひ 

と＋Jの力です。 

引き続く赤字財政の中、限られた財源をいかに 

使って、 どれだけの効果をあげられるかは、今、 

地方自治体に与えられた最大の課題ですが、 こう 

して振り返ってみると、年ごとに効果を上げてい 

るもの、世代のパワーに頼らざるを得ないものと 

し、ろし、ろあるようです。 
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過
去
自
聖
局
の
人
出
 

4月14 I I から3 日間行われた第lHIりL野焼 

陶器まつりは好天にも恵まれ1 万3 千人以F 

という過去最高の人出を記録しま した。 

国の伝統的工芸I昇】の指定も受け、観光客も 

広域化。 L 野焼新時代の到来を感じさせます。 

ー
松
本
線
開
通
 

赤池駅西側から商工会前へ通じる町道二反 

ケ浦～松本線が7 月23トl供用開始されました。 

建設省道路局の補助事業で同和対策事業の 

適用も受け、総工費2億4,000万円。 昭和55年 

度からの五カ年事業として実施されました。 

町内の目の不自由な方のため赤池町社会福 

祉協議会は、町の広報紙を朗読し、録音テー 

プに入れ、無料で自宅へ届ける制度を始めま 

した。 貴船の丸山鈴子さんがボランティ ア活 

動で協力されています。 

“
声
の
広
報
を
開
始
 

田
中
六
助
氏
が
死
去
 惑難議竃議i, 

⑧ 

赤池保育所がLの原に新築移転されました。 

同和対策事業などの適用を受け、総工費1 

億2. 200万P］、 874 m’の近代自勺建物。 

5 月17 H 、近くの人も多数つめかけ落成式 

が子テわれま した。 

赤
池
保
育
所
 

上
の
原
に
新
築
移
転
 

7月29日に投票が行われた町長選挙で、氾l 

永輝昭氏が当選。 『将来に夢を、行政に活力 

を』 という大きなテーマで池永町政がスター 

トしました。 

町
長
選
挙
 

池
永
町
政
が
ス
タ
ー
ト
 

ミ
ス
ほ
ほ
、
え
み
コ
ン
テ
ス
ト
 

増
田
咲
子
さ
ん
に
栄
冠
 

赤池町のイメージアップをはかり、町に潤 

いを与えようと町民文化祭のー還として、商 

工会主催で行われた 「84ミスほほえみコンテ 

ス ト」、ミスに増田さん、準ミスに長崎さん、 

和田さんが選ばれました。 

個性と魅力あるまちづく りのための長期計 

画、第2次赤池町総合計画の体制づく りが進 

んで’います。 

役場内に策定委員会が組織され、 6 つの分 

科会に分れて、基本構想、基本計画、実施計 

画が策定されます。 
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体
制
づ
く
り
進
む
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
 

売
れ
ゆ
き
順
調
 

赤池中学校体育館が全面i攻築されています。 

耳意4,500万円をかけ、建物面積1,063 m "で 

移動式ステージやクラブハウスなどを備えた 

近代的体育館です。 今年の卒業式は新しい体 

育館で行われる予定でトす。 

この月、町が現在売り出している赤池ニュ 

ータウンの売れゆきがどんどん伸びました（ 

これは付近に住宅が増えたこと、住宅公庫 

の融資が5 月に行われたこと等によるものと 

思、われます。 

赤池町社会福祉協議会の福祉バスが、 多く 

のみなさんの資金援助で新しくなりました。 

『ふれあい号』 と命名され、 」三】,年寄りの足 

として大活躍しています。 

み
な
さ
ん
の
蓋
晃
息
で
 

福
祉
バ
ス
を
購
入
 

12月22日 こ蒼い会ミの若者が町内の子ど 

たちをクリスマスノぐーティ に招待しました 

フォークタ’’ンス、 クイズ、 ク’ームなどでト 

しく遊び、最後はキャン ドルの集いでクI) 

マスの夜を満喫しました。 

蒼
い
会
が
 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
 

赤
池
中
 

体
育
館
を
全
面
改
築
 



(5） 第266 号 4 ) ( 昭和60年3月1日 け
 

しさ あ か 報
 

広
 

昭和60年3月1日 第266 号 け
 

、 し あ か 報
 

広
 

伝
統
産
業
に
若
い
息
吹
 

高
鶴
さ
ん
の
「
鉄
粕
皿
」
 

昨
年
末
、
東
京
で
開
か
れ
た
五
十
九
 

年
度
伝
統
的
工
芸
品
産
業
コ
ン
ク
ー
ル
 

展
示
会
で
上
野
焼
庚
申
窯
の
高
鶴
享
一
 

さ
ん
（
一
二
）
の
「
鉄
粕
皿
」
が
奨
励
賞
 

を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
で
九
回
目
。
 

全
国
か
ら
三
千
二
百
十
五
点
が
出
品
さ
 

れ
、
上
野
焼
で
は
今
回
が
初
め
て
の
受
 

賞。 

「
日
ご
ろ
勉
強
し
て
い
た
試
し
の
 

寒
造
見
学
吟
行
記
 

水
上
 
幹
子
 

立
春
の
二
月
四
日
、
早
春
の
快
適
な
 

日
和
に
恵
ま
れ
犀
川
の
醸
造
元
に
着
い
 

た
の
は
十
時
半
を
過
ぎ
て
い
た
。
 

寒
造
煙
突
目
ざ
し
車
駈
る
 

幸
女
 

山
あ
い
の
寒
村
に
し
て
寒
造
 
大
愚
 

古
り
し
塀
時
代
を
語
り
寒
造
 
翠
人
 

「
銘
酒
九
州
菊
」
の
看
板
を
見
上
げ
 

な
が
ら
、
若
い
専
務
さ
ん
の
案
内
に
従
 

に
将
大
励
尚
貝
 

く
す
り
を
使
っ
て
出
品
し
た
。
」
 
と
い
 

う
高
鶴
さ
ん
は
、
九
州
造
形
短
大
で
窯
 

芸
を
専
攻
、
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
遊
び
 

程
度
で
粘
土
は
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
 

本
格
的
に
作
品
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
 

ま
だ
一
年
足
ら
ず
、
 

「
腕
を
上
達
さ
せ
 

る
の
が
先
。
」
 
と
父
、
智
さ
ん
と
共
に
 

上
野
焼
の
伝
統
を
守
り
育
て
る
若
い
陶
 

芸
家
で
す
。
 

ト伝統産業を守り育てる若手陶 
芸家のひとり、高鶴享一さん‘ 

っ
て
薄
暗
い
酒
蔵
を
抜
け
、
ま
ず
麹
室
 

に
入
る
。
皆
一
斉
に
 
「
ま
あ
」
「
本
当
に
 

寝
て
い
る
よ
う
ね
」
今
朝
の
蒸
米
数
十
 

竜
が
何
枚
か
の
大
布
団
を
か
け
ら
れ
て
 

ま
さ
し
く
怪
物
が
横
た
わ
る
よ
う
に
寝
 

て
い
る
。
麹
に
な
る
ま
で
四
十
五
時
間
 

か
か
る
と
聞
く
。
入
口
の
温
度
計
は
一
一
 

十
八
度
。
室
外
に
は
出
来
上
っ
た
麹
が
 

び
っ
し
り
笹
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

む
せ
返
る
中
の
見
学
寒
造
 

幸
女
 

次
は
醸
室
。
酒
母
づ
く
り
で
あ
る
。
 

ョ
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嚇
尋
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尋
一
嚇
嚇
嚇
嚇
尋
特
尋
尋
尋
粒
」
」
将
ー
ヴ
ー
嚇
浮
 

川

上

 
富

士

 子
 
さ

ん

 

（
上
野
保
育
所
 

勤
務
）
 

一
日
お
き
に
麹
が
入
れ
ら
れ
る
。
そ
の
 

日
付
が
記
入
さ
れ
日
数
を
経
た
順
に
タ
 

ン
ク
が
両
方
に
分
け
て
並
べ
ら
れ
て
い
 

る
。
坊
主
地
獄
の
よ
う
に
淡
紅
色
の
泡
 

が
ふ
つ
ふ
つ
と
い
っ
て
生
き
て
い
る
。
 

泡
が
溢
れ
出
る
の
で
同
型
の
筒
を
上
に
 

重
ね
口
を
倍
の
高
さ
に
し
て
い
る
の
も
 

見
ら
れ
る
。
柄
振
で
撹
拝
し
て
発
酵
を
 

促
し
た
り
冷
温
器
で
温
度
を
上
げ
た
り
 

冷
や
し
た
り
し
て
配
慮
す
る
御
苦
労
が
 

偲
ば
れ
る
。
最
後
の
仕
込
み
酒
蔵
は
沢
 

山
な
大
タ
ン
ク
が
並
ん
で
大
規
模
な
酒
 

造
り
を
再
認
識
す
る
。
 

神
棚
に
燈
明
と
ぼ
し
寒
造
 
喜
代
子
 

垂
直
に
近
い
狭
い
幅
の
急
梯
子
を
酒
 

蔵
子
に
従
っ
て
恐
る
ノ
、
登
り
大
タ
ン
 

ク
の
中
を
覗
く
。
発
酵
し
て
泡
が
溢
れ
 

な
い
よ
う
に
泡
を
飛
ば
す
機
械
が
回
っ
 

て
い
る
。
 

寒
造
菊
の
商
標
な
り
し
か
な
 
寿
子
 

臼
袴
干
し
て
杜
氏
の
煙
草
刻
 
昭
女
 

瞬
 

暴
力
追
放
宣
言
に
関
す
る
決
議
 

／
 

昨
年
わ
が
赤
池
町
に
お
ノ
い
て
発
生
し
た
恐
喝
事
件
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
十
八
日
の
町
 

議
会
に
お
い
て
「
暴
力
追
放
町
」
 
と
し
て
宣
言
し
決
議
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
に
発
生
し
た
 

こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
、
強
い
憤
り
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
一
連
の
暴
力
的
行
為
は
漸
次
減
少
の
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
未
だ
根
絶
の
域
に
達
せ
ず
善
良
 

な
住
民
生
活
に
不
安
と
脅
威
を
与
え
、
平
和
的
秩
序
を
乱
し
て
い
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
無
念
で
あ
り
、
 

今
後
は
今
ま
で
以
上
に
全
町
を
あ
げ
て
精
力
的
な
取
組
み
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
 

平
和
に
し
て
活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
る
中
で
、
こ
れ
ら
暴
力
行
為
 

が
町
の
発
展
を
阻
害
し
、
青
少
年
に
及
ぼ
す
影
響
は
ま
こ
と
に
憂
慮
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
o
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
住
民
の
人
権
と
平
和
な
文
化
生
活
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
 

進
す
る
た
め
全
町
あ
げ
て
暴
力
の
排
除
を
決
意
し
、
こ
こ
に
暴
力
追
放
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
o
 

右
、
決
議
す
る
。
 

昭
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
 

赤
 
池

町

議

会

 

一
嚇
尋
一
将
）
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交
通
安
全
宣
言
に
関
す
る
決
議
 

わ
れ
わ
れ
赤
池
町
民
は
、
人
命
尊
重
の
精
神
に
徹
し
非
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
正
し
い
交
通
 

秩
序
の
確
立
と
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
実
現
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o
 

本
格
的
な
車
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
 

々
が
自
ら
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
交
通
行
動
を
と
る
こ
と
が
何
よ
り
も
 

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

毎
年
、
春
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
全
国
交
通
安
全
運
動
の
展
開
の
中
で
も
重
点
目
標
の
ー
つ
で
あ
る
シ
ー
 

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
強
く
い
わ
れ
、
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
意
識
を
周
知
徹
底
さ
せ
て
い
る
に
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
の
着
用
を
怠
た
り
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
飲
酒
運
転
等
に
よ
る
交
通
事
故
で
尊
い
生
命
 

が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
実
を
直
視
す
る
と
き
深
い
悲
し
み
と
激
し
い
憤
り
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
o
 

こ
れ
ら
交
通
事
故
の
増
加
傾
向
が
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
社
会
不
安
を
増
大
し
、
か
つ
町
民
の
福
祉
を
 

著
し
く
低
下
さ
せ
、
ひ
い
て
は
町
発
展
の
大
き
な
支
障
と
な
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
赤
池
町
民
が
痛
ま
し
い
交
通
事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
に
な
ら
な
い
願
い
を
込
め
て
、
こ
 

こ
に
交
通
事
故
の
絶
滅
を
期
す
る
た
め
交
通
環
境
の
整
備
と
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙
に
最
大
の
努
力
を
払
 

い
、
よ
っ
て
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
に
適
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

右
、
決
議
す
る
。
 

昭
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
 

赤
 
池

町

 議

会

 

一

 

壇
 
か
驚
霧
尋
 

保
母
に
な
っ
て
三
年
目
。
 

「
子
ど
 

も
の
心
を
読
み
取
る
よ
う
に
心
が
け
 

て
保
育
に
当
っ
て
い
ま
す
。
」
 
と
い
 

う
、
と
て
も
し
っ
か
り
し
た
お
嬢
さ
 

ん。 手
芸
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
得
意
で
 

竹
脇
無
我
み
た
い
な
、
ま
じ
め
で
お
 

も
し
ろ
い
人
が
好
き
と
の
こ
と
。
 

高
津
牟
津
美
園
長
の
お
話
 
何
ご
と
 

に
も
真
剣
に
取
り
組
む
姿
は
、
園
の
 

大
切
な
歯
車
の
ー
つ
と
し
て
今
後
に
 

大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

立
春
の
日
ざ
し
届
か
ぬ
酒
蔵
の
奥
 

陶
子
 

ぷ
く
ぷ
く
と
酒
母
生
き
て
を
り
寒
造
 

幸
女
 

里
人
の
季
節
働
き
寒
造
 

大
愚
 

や
う
や
く
に
尋
ね
当
て
た
る
寒
造
 

翠
人
 

酒
母
づ
く
り
柄
振
ま
ぜ
る
も
忙
し
く
 

幹
子
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

庭
石
」
き
今
朝
の
初
の
雪
 

か
中
今
年
よ
く
ぞ
生
き
た
り
加
護
感
謝
 

数
々
の
心
通
ひ
し
賀
状
く
る
 

郷
土
画
家
丑
年
賀
状
版
画
刷
り
 

数
の
子
の
ー
は
し
二
は
し
酒
う
ま
し
 

謡
初
め
心
静
め
て
高
砂
を
 

趨
残
し
姥
先
に
施
つ
松
の
内
 

大
雪
や
氷
点
下
割
り
峡
凍
て
る
 

異
状
乾
燥
空
気
の
凍
て
て
喉
い
た
む
 

初
法
話
老
い
の
願
望
春
を
待
つ
 

一

一

一

 

‘
 

『 

が
 

・
、
・
，
，
藤
熱
●
J
 

，」マd 

体
ど
の
位
か
を
知
っ
て
い
る
と
思
い
 

一
一
 

一
馴
 
ゾ雄り「 麟

 麟
 
躍
携
掻
淳
疎
隣
で
 

一
 
一
 

一
一
 一
 

一

一

 

待
 

前
回
は
エ
コ
ー
と
い
う
機
器
を
紹
 

介
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
眼
底
カ
 

メ
ラ
と
い
う
機
器
が
あ
り
ま
す
。
 
こ
 

れ
は
、
脳
動
脈
硬
化
症
、
高
血
圧
症
 

糖
尿
病
な
ど
の
時
に
使
用
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
症
状
の
患
者
さ
ん
に
、
 

体
の
中
で
一
番
先
に
出
血
や
浮
腫
な
 

ど
の
症
状
が
現
わ
れ
る
眼
底
を
、
カ
 

メ
ラ
で
写
真
に
し
て
撮
り
、
後
の
医
 

療
の
役
に
た
て
る
も
の
で
す
。
 

ほ
か
に
も
色
々
な
検
査
が
あ
り
ま
 

す
。
患
者
さ
ん
の
血
液
な
ど
も
、
何
 

回
も
検
査
し
て
正
常
範
囲
を
知
る
こ
 

と
が
予
防
医
学
の
一
端
だ
と
思
い
ま
 

す。 血
液
は
無
形
成
分
と
有
形
成
分
と
 

が
あ
り
ま
す
。
無
形
成
分
は
、
主
に
 

水
分
で
す
が
、
免
疫
お
よ
び
電
解
質
 

に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
有
形
成
分
 

は
、
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
な
 

ど
で
、
赤
血
球
は
酸
素
や
栄
養
分
の
 

運
搬
、
白
血
球
は
細
菌
を
殺
す
役
目
、
 

一
一
 

血
小
板
は
凝
固
に
関
係
が
あ
り
ま
す
o
 

一

 

た
と
え
ば
、
 
み
な
さ
ん
が
、
 少

し

 

▼
眼
底
力
メ
ラ
ー
高
血
圧
糖
尿
病
 

一 一 

)
 

一
一
一
 

討
り
ま
す
ね
 
自
分
の
体
温
は
 
大
 

ま
ず
、
眼
底
に
現
わ
れ
る
A
 

一
！
 

血
小
板
は
凝
固
に
関
係
が
あ
り
ま
す
 

た
と
え
ば
、
み
な
さ
ん
が
、
少
し
 

体
に
異
常
を
覚
え
る
と
き
、
体
温
を
 

計
り
ま
す
ね
、
自
分
の
体
温
は
、
大
 

月一一 3
 

～
一
 

二寧 

一
」
よ
み
 

と
 

行
 
事
 

1
日
（
金
）
 

全
国
緑
化
運
動
 

3
日
（
日
）
 

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

大
会
（
柳
舞
詰
ノ
ト
）
 

ひ
な
祭
・
耳
の
日
 

6
日
（
水
）
 

啓
蟹
 

7
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

消
防
記
念
日
・
建
築
物
防
 

災
週
間
（
諸
）
 

15 

日
（
金
）
 

赤
池
中
学
校
卒
業
式
 

贈
与
税
・
所
得
税
の
確
定
 

申
告
期
限
 

17 

（日） 

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
「
 

つ
く
ば
科
学
万
博
」
開
会
 

翁
観
日
ま
で
）
 

18 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
禦
諮
タ
ー
）
 

彼
岸
入
り
 

乳
児
保
育
相
談
（
礁
器
湖
ら
 

窯
麓
 1
1
 

筆） 

19 

日
（
火
）
 

上
野
・
市
場
両
小
学
校
卒
 

業
式
 

20 

日
（
水
）
 

三
種
混
合
 

23 21 

（
繊
難
器
m
 4
8
 

カ
麗
綴
）
 

日
（
木
）
 

春
分
の
日
 

日
（
土
）
 

小
・
中
学
校
終
業
式
 

世
界
気
象
デ
ー
 

27 

日
（
水
）
解
放
講
座
（
嬬
駄
聖
 

28 

日
（
木
）
 

上
野
・
赤
池
保
育
所
生
活
 

発
表
会
と
卒
園
式
 

29 

日
（
金
）
 

市
場
・
中
尾
保
育
所
生
活
 

発
表
会
と
卒
園
式
 

o
 

一一一
 ーョ 

三
十
五
・
五
度
、
三
十
六
度
、
三
 

十
六
・
五
度
、
三
十
七
度
と
こ
の
よ
 

は
、
自
分
自
身
し
か
わ
か
ら
な
い
と
 

思
い
ま
す
。
通
常
三
十
五
・
五
度
の
 

患
者
さ
ん
が
、
三
十
七
度
の
熱
が
あ
 

っ
た
と
し
ま
す
と
、
こ
の
方
は
正
常
 

で
は
な
く
、
微
熱
が
あ
る
と
い
う
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
正
 

常
範
囲
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

血
液
検
査
に
し
て
も
同
じ
よ
う
に
患
 

者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
正
常
範
囲
と
い
 

う
も
の
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
し
 

よ
う
。
そ
の
た
め
に
何
回
も
血
液
を
 

取
っ
て
経
過
を
見
て
い
る
の
だ
と
思
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 
デ
ー
タ
ー
は
患
者
 

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
大
事
な
財
産
で
す
。
 

早
期
発
見
、
早
期
治
療
こ
そ
、
健
康
 

を
守
る
秘
け
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
検
査
技
師
 

山
本
 
軍
治
 

一
一
 

脳
動
唾
化
湾
叱
の
症
状
は
一
 

一一r
ー』‘‘・、‘而町‘‘ー面ーーー面面回面いE
」ー而‘」‘'L 一『 一

 

一

「

 

「

一

 

一
一
一
一
 

．
‘
而
可
，
、
，
,
,
,
,
，
、
面
‘
'
‘
面
面
、
面
面
‘
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
,
,
,
,
,
'
'
‘
、
費
 

一
合
 



(7 ） 第2 66 号 
昭和60年3月1日 し、 第266 号 

昭和60 年3 月】日 か
 

あ
 

報
 

広
 

エンゼルクイス 

【第106回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 選挙人名簿の定時登録 

「市町村の選挙管理委員会は毎年9月lH 

現在において登録資格を有する者は9 月2 日 

に選挙人名簿に登録しなければならない」と 

法で定められています。 

名簿に登録される人は、住民基本台帳に登 

録されている人で選挙権を有する人です。つ 

まり市町村の区域内にロロを有している、年 

齢満口口歳以Lの人で、引き続きロ力月以F: 

その市町村の住民基本台帳に記録されている 

人が登録の対象になります。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ3 月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第105回の解答】 

選筆 実」1」 

【正解者】 

応募総数13通のうち正解11通。厳正な抽せ 

んの結果、次の方に図書券を贈ります。 

レ木村文江（下町） >池田弘道（赤池） 

レ北篠スミェ（中町） （敬称略） 

1 月末日住民登録 Q 

（前月比） 

口 9.925( +18 ) 

月 4 ,717( +8 ) 

え 5,208( +10 ) 

昔帯 3,287( +8 ) 

/ 

議会だより 
土」 flミ社の土地代金返還訴訟を報告 

金
 

国
民
年
金
は
加
人
 

者
の
み
な
さ
ん
が
老
 

齢
に
な
っ
た
り
、
障
 

害
者
と
な
っ
た
り
、
 

す
 

母
子
世
帯
に
な
っ
た
 

圭
一
」
り
し
た
と
き
に
、
年
 

が
い
m

金を支給して生活 

斗

才

H

の
安
定
を
は
か
る
こ
 

嚇醗《「目的として 

保
好
7
 
この年金を支給 

年
 

民
 

6

加
人
者
の
み
な
さ
ん
 

額
が
お
さ
め
ら
れ
る
保
 

月
険
料
と
国
の
負
担
金
 

国
 

4 月 

カ、ら 

一ら‘ 

「暴力追放」「交通安全」 を宣言 

，
す
る
た
め
の
財
源
は
 

な
ど
に
よ
っ
て
ま
か
 

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
年
金
 

額
は
、
年
々
改
善
さ
 

れ
、
昨
年
は
五
月
か
 

i
引
き
L
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
 

臨
時
町
議
会
が
‘
月
三
十
一
目
開
か
れ
、
町
L

地
開
発
公
社
の
天
郷
団
 

地
用
地
買
収
に
伴
う
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
の
件
に
 

関
し
町
執
行
部
の
公
社
に
対
す
る
指
導
監
督
を
欠
い
た
と
す
る
道
義
的
責
 

任
に
よ
る
．
ニ
役
給
与
の
減
給
案
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
暴
力
追
放
・
交
通
安
全
に
関
す
る
決
議
が
議
員
提
案
さ
れ
、
そ
 

れ
ぞ
 11 

可
決
さ
 11 

ま
し
た
。
 

池
永
町
長
は
、
 

「
行
政
に
対
す
る
圧
力
に
屈
し
な
い
体
制
を
作
っ
て
い
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。
 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

条 

伊リ 

赤
池
町
長
、
助
役
、
収
入
役
給
与
条
 

例
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
 

い
て
、
赤
池
町
土
地
開
発
公
社
の
天
郷
 

団
地
用
地
買
収
に
か
か
わ
る
不
祥
事
に
 

つ
い
て
、
町
執
行
部
と
し
て
の
公
社
に
 

対
す
る
指
導
監
督
を
欠
い
た
道
義
的
、
 

社
会
的
責
任
か
ら
、
三
役
給
与
の
減
給
 

条
例
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
、
町
長
が
二
月
か
ら
四
月
ま
 

で
：
房
月
問
の
給
与
を
一
割
。
助
役
、
 

収
人
役
が
二
月
の
給
与
を
そ
れ
ぞ
れ
一
 

割
減
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

〇
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 
赤
池
町
の
 

給
水
区
域
内
の
配
水
管
を
布
設
し
て
い
 

な
い
地
域
で
新
し
く
水
道
管
な
ど
を
布
 

設
す
る
際
、
そ
の
工
事
費
は
申
込
者
の
 

負
担
と
す
る
内
容
の
条
例
が
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

請 

願 

f
昭
和
六
十
年
度
保
育
関
係
赤
池
町
予
 

算
に
対
す
る
請
願
）
保
育
料
の
軽
減
と
 

現
在
の
軽
減
措
置
の
継
続
、
お
よ
び
現
 

今
年
も
五
月
か
ら
さ
ら
に
三
・
四
言
ノ
ト
 

引
き
L
げ
る
予
算
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
 

す。 国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
維
持
発
展
 

さ
せ
る
た
め
に
は
、
年
金
給
付
水
準
に
 

見
合
う
保
険
料
を
お
さ
め
て
い
た
だ
く
 

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
加
入
者
の
急
激
な
 

負
担
の
増
加
を
さ
け
る
た
め
に
、
保
険
 

料
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
 

て
お
り
、
こ
の
た
め
四
月
か
ら
月
額
六
 

千
七
百
四
十
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

給付（年金） 鮎旦（保険料） 

国民年金 
/ '\ 

収支のバランスがせ要 

在
赤
池
福
祉
会
が
全
卒
園
児
に
対
し
て
 

通
学
用
の
布
力
バ
ン
を
無
償
配
布
し
て
 

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る
財
政
援
助
 

を
内
容
と
す
る
四
保
育
所
父
母
の
会
連
 

合
会
会
長
平
川
秀
子
さ
ん
ほ
か
の
請
願
 

が
審
議
さ
れ
、
結
果
、
厚
生
委
員
会
へ
 

付
託
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
十
二
月
定
例
町
議
会
で
 

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
「
河
川
敷
利
 

用
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
設
置
に
つ
 

い
て
の
請
願
」
お
よ
び
 
「
教
育
諸
条
件
 

の
整
備
充
実
を
は
か
る
た
め
の
請
願
」
 

は
閉
会
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
 

で
審
議
さ
れ
、
今
回
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 

「
赤
池
町
部
鉱
害
復
旧
に
関
 

す
る
請
願
」
は
、
引
き
続
き
総
務
委
員
 

で
継
続
審
議
中
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

報 

告 

o
昭
和
五
十
九
年
度
第
三
回
赤
池
町
土
 

地
開
発
公
社
理
事
会
の
報
告
に
つ
い
て
 

井
一
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
赤
池
町
 

土
地
開
発
公
社
理
事
会
で
、
天
郷
団
地
 

用
地
買
収
に
伴
う
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
 

公
社
が
支
払
っ
た
土
地
代
金
の
返
還
の
 

く
わ
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
た
は
 

社
会
保
険
事
務
所
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
 

、
。
 

・し 一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
 

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

〇
硲
ミ
ッ
子
（
中
町
）
〇
十
時
勝
正
（
 

薬
王
寺
）
〇
松
尾
花
子
（
中
町
団
地
）
 

〇
坂
元
マ
ッ
ェ
（
下
西
町
）
〇
高
鶴
茂
 

勝
（
皿
山
）
o
藤
原
春
生
（
高
尾
通
）
 

〇
大
久
保
智
之
（
原
田
）
〇
柴
田
シ
ズ
 

（
松
本
）
〇
甲
下
ユ
キ
（
東
町
）
〇
鶴
 

肇
（
伏
原
）
 

【
敬
称
略
】
 

※
葬
儀
に
際
し
て
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
 

た
香
典
返
し
は
、
社
会
福
祉
事
業
発
展
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
 

い
て
お
り
ま
す
。
 

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
 

ご
厚
意
に
報
い
る
た
め
な
お
一
層
事
業
 

訴
え
を
起
こ
す
議
案
が
承
認
さ
れ
、
議
 

会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

訴
状
内
容
は
、
不
当
利
得
等
請
求
事
 

件
と
し
て
土
地
代
の
返
還
支
払
い
と
仮
 

執
行
の
宣
言
を
求
め
る
も
の
で
す
0
 

な
お
、
こ
の
訴
え
は
代
金
支
払
の
当
 

事
者
で
あ
る
赤
池
町
土
地
開
発
公
社
が
 

原
告
と
な
り
、
 
一
月
二
十
八
 11 

福
岡
地
 

方
裁
判
所
田
川
支
部
へ
提
訴
し
て
い
ま
 

す。 

III 河川浄化運動 
III 

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
刑
 

事
事
件
と
し
て
公
判
中
で
す
の
で
、
詳
 

細
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 決 

言義 

〇
暴
力
追
放
官
三
ロ
に
関
す
る
決
議
 

〇
交
通
安
全
官
「
「
ロ
に
関
す
る
決
議
 

以
上
二
件
が
議
員
提
案
さ
れ
決
議
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

（
五
面
に
宣
言
文
掲
載
）
 

●地区内の汚染個所を調べましょう。 
●下、排水路の除草・溝さらえ等を衛生組織 

活動で推進しましょう。 
●食品カス・残飯類は下水に流れ込まないよ 

う取り除きましょう。 

●敷地内に排水ます（●留）を設けましょう。 

●食用廃油を下水にi充さないようにしましょう。 

●石けんを使いましょう。 

III 空かん空びんの投げ捨て防止運動 

●自動車の窓からポィ捨てはやめましょう。 
●空かん、空びん、食べからは必ず持ち帰り 

ましょう。 
●投げ捨てられた空かん、空びんの回収を行 

し、ましょ う。 

ノ 

正
し
い
確
定
申
告
を
お
早
め
に
 

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
 

ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
昨
 

年
一
年
間
の
収
入
や
経
費
を
調
べ
直
 

し
て
、
帳
簿
類
を
と
り
揃
え
る
な
ど
、
 

何
か
と
忙
し
い
と
き
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

で
も
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
、
あ
な
た
の
昨
年
一
年
間
の
 

ま
と
め
を
し
て
み
る
こ
と
は
、
今
年
 

の
あ
な
た
の
営
業
に
と
っ
て
も
プ
ラ
 

ス
と
な
る
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
昭
和
 59 

年
度
の
改
正
に
 

よ
り
、
白
色
申
告
者
で
も
、
事
業
所
 

得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
を
生
 

ず
べ
き
業
務
を
、
行
っ
て
い
る
場
合
 

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き
 

に
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
 

経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
 

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
」
 

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
あ
わ
て
 

な
い
で
す
む
よ
う
に
、
今
か
ら
準
備
 

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

例
年
3
月
 10 

日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
 

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
 

は
正
し
く
お
早
め
に
。
 

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か
ら
 

な
い
点
は
、
税
務
署
や
税
理
士
会
の
 

無
料
相
談
所
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

確
定
申
告
は
3

月
 15 

日
ま
で
 

目
的
の
達
成
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

【休館日】 
4日、n日、17日 

21日、25日 
【福祉バス運行日】 
休館日および祝祭 
日を除く毎日 

【仏教講演会】 
3 月13日困 

午前11時から 

× 

× 

ノ
 

を
く
 

時
ま
せ
 

ム
ロ
用
 

3
り
さ
 

舞
利
 
ー
日
後
な
更
o
 

に
こ
 

日
 27 

午
に
変
す
 

由
o
 
歌
秋
、
ら
日
に
ま
 

自
す
 
相
日
か
館
日
き
 

ー
へ
ま
o
と
 18 

時
休
 18 

だ
 

芸
者
し
い
こ
、
 10 

は
で
た
 

館
供
さ
配
日
前
日
の
い
 

演
入
提
だ
心
7
午
 17 

す
て
 

,
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口
反
 

キ
羊
 

広
 

農
業
用
軽
油
の
 

課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
 

農
業
を
営
む
人
が
、
農
業
用
に
使
用
 

す
る
動
力
耕
う
ん
機
等
の
動
力
源
に
用
 

い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
 

に
よ
り
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

次
の
と
お
り
申
請
受
け
付
け
が
行
わ
 

れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 

3
月
 14 

日
困
 
午
前
 10 

時
か
 

ら
午
後
3
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

▽
該
当
者
 
農
業
を
営
む
人
（
兼
業
農
 

家
を
含
む
、
機
械
を
共
同
購
入
し
、
 

共
同
で
使
用
し
て
い
る
人
も
可
）
 

▽
申
請
に
必
要
な
書
類
 
①
耕
作
証
明
 

田川交通安全協会赤池支部 

支部員募集 

田川交通安全協会赤池支部（ 

奥永昭政支部長20人）では現在 

支部員を募集しています。 

同協会赤池支部は、昭和30年 

に設立された団体で、交通事故 

をなくすため、ボランティア精 

神でいろいろな活動をされてい 

います。 

特に家庭におられる女性の方 

の参加をお願いしたいそうです。 

書
（
当
日
農
業
委
員
会
職
員
が
現
地
 

で
受
け
付
け
発
行
し
ま
す
。
）
②
新
規
 

に
申
請
さ
れ
る
方
は
機
械
の
所
有
を
 

証
す
る
書
類
（
売
渡
し
を
証
明
す
る
 

も
の
、
ま
た
は
、
貸
借
契
約
書
な
ど
 

馬
力
数
、
機
械
の
名
称
等
が
必
要
で
 

す
。
）
③
ェ
ン
ジ
ン
番
号
ま
た
は
車
体
 

番
号
の
複
写
（
紙
を
あ
て
上
か
ら
鉛
 

筆
で
な
ぞ
っ
た
も
の
、
二
年
ご
と
で
 

可
）
④
印
か
ん
（
共
同
申
請
の
場
合
 

も
個
人
ご
と
に
必
要
）
⑤
昨
年
ま
で
 

に
申
請
さ
れ
た
方
は
②
は
必
要
あ
り
 

ま
せ
ん
が
免
税
軽
油
使
用
者
証
を
持
 

参
の
こ
と
。
 

※
当
日
申
請
で
き
な
い
人
は
田
川
財
務
 

事
務
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
 

※
書
類
不
備
の
場
合
は
交
付
で
き
ま
せ
 

ん
の
で
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
問
合
せ
先
 

田
川
財
務
事
務
所
間
税
 

課
（
雪
4
4
1
8
1
1
1

) 

労
働
問
題
の
移
動
相
談
 

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
の
無
 

料
労
働
相
談
が
、
次
の
と
お
り
開
か
れ
 

ま
す
。
 
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 

3
月
 19 

日
（
火
）
午
前
 10 

時
 

か
ら
午
後
3
時
ま
で
 

▽
場
所
 
赤
池
町
民
会
館
 

▽
相
談
内
容
 
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
、
 

労
働
災
害
、
雇
用
関
係
、
生
活
資
金
 

等
貸
付
、
労
務
診
断
、
中
小
企
業
退
 

職
金
制
度
、
労
使
関
係
な
ど
労
働
間
 

題
の
全
般
に
つ
い
て
 

障
害
程
度
の
等
級
 

認
定
基
準
の
改
正
 

昨
年
十
月
に
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
 

身
体
障
害
者
の
等
級
認
定
基
準
で
次
の
 

障
害
が
一
級
の
障
害
程
度
に
認
定
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

▽
心
臓
機
能
障
害
 

〇
人
工
ペ
ー
ス
メ
 

ー
カ
ー
を
装
着
し
た
人
〇
人
工
弁
移
 

植
弁
置
換
を
行
っ
た
人
 

▽
じ
ん
臓
機
能
障
害
 

〇
血
液
透
析
を
 

受
け
て
い
る
人
 

ま
た
、
す
で
に
一
級
以
外
の
等
級
で
 

手
帳
交
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、
田
川
福
 

祉
事
務
所
で
再
交
付
手
続
き
を
受
け
て
 

く
だ
さ
い
。
 

▽
持
参
す
る
も
の
 

手
帳
、
印
か
ん
（
 

家
族
の
方
で
も
可
）
 

田
川
地
区
消
防
組
合
の
 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
 

田
川
地
区
消
防
組
合
は
、
市
町
村
の
 

消
防
事
務
（
火
災
の
予
防
・
消
火
、
災
 

害
の
防
除
お
よ
び
救
急
業
務
）
を
共
同
 

処
理
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
十
五
年
に
 

設
立
さ
れ
た
特
別
公
共
団
体
で
す
。
 

農
家
の
み
な
さ
ん
 

農作物病害虫の発生・防除など 

について、テレホンサービスを 

ご利用ください 

福岡県飯塚病害虫防除所では農家のみ 

なさんへ病害虫防除に関する情報を提供 

しています。 

主な内容は普通作物・野菜・果樹など 

の農作物病害虫の発生状況、今後の発生 

予想、防除適期、使用薬剤名、農薬の適 

正使用等をお知らせしています。 

情報は常時お送りしていますので、お 

気軽にご利用ください。 

テレホンサービス 
ムノウヤ ク 

容(0948)25-6089 

福岡県飯塚病害虫防除所 

今
年
は
設
立
十
五
周
年
に
当
り
、
記
 

念
に
同
組
合
を
表
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
 

ー
ク
（
自
治
体
章
）
を
募
集
し
て
い
ま
 

す
。
こ
の
マ
ー
ク
は
消
防
本
部
の
旗
や
 

職
員
の
制
服
の
え
り
章
（
バ
ッ
チ
）
な
 

ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
 

▽
応
募
方
法
 

B
5

の
西
洋
紙
に
ハ
ガ
 

キ
の
大
き
さ
以
上
の
図
案
を
書
く
（
 

着
色
は
自
由
）
、
余
白
に
住
所
、
氏
 

名
、
電
話
番
号
を
記
入
。
簡
単
に
図
 

案
の
説
明
を
記
入
。
 

▽
提
出
先
 

田
川
市
新
町
 11 

番
、
田
川
 

地
区
消
防
本
部
総
務
課
企
画
管
理
係
 

（
呑
4
4
1
0
6
5
0

) 

▽
締
切
り
 

3
月
 10 

日
 

生
き
が
い
対
策
事
業
 

（
感
）
参
加
者
募
集
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
下
次
 

男
会
長
）
で
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
 

/
 

て
、
老
人
生
き
が
い
対
策
事
業
（
老
人
 

農
園
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
天
郷
の
約
一
・
五
珍
F
ル 

の
畑
で
、
野
菜
な
ど
を
裁
培
し
、
生
き
 

が
い
と
健
康
、
お
年
寄
り
ど
お
し
の
コ
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
 

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
 

昭
和
六
十
年
度
の
参
加
者
を
次
の
と
 

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
0
 

▽
期
間
 

昭
和
 60 

年
4

月
1

日
か
ら
昭
 

和
 61 

年
3

月
 31 

日
ま
で
 

▽
対
象
者
 
町
内
に
住
ん
で
い
る
健
康
 

な
（
要
身
体
検
査
書
）
 
60 

歳
か
ら
 75 

歳
ま
で
の
男
女
。
夫
婦
で
の
申
し
込
 

み
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
 

役
場
福
祉
係
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
 

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
締
切
り
 

3
月
 10 

日
ま
で
（
定
員
に
 

な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。
）
 


